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平成３０年度の広島県の決算の概要は
下記のとおりです。９月２６日、委員１６
人で構成される決算特別委員会が設置
され、議会閉会中に審査を行います。
１２月定例会にて審査結果が報告され、
議決されます。

一般会計決算の概要

歳入決算額・・・９６６６億１９２７万円
歳出決算額・・・９５１０億８５６９万円
翌年度繰越財源・・１１０億１１２７万円
実質収支額・・・・・・・４５億２２３１万円

特別会計決算の概要

歳入決算額・・・６１６６億９２４１万円
歳出決算額・・・６００９億６２８１万円
翌年度繰越財源・・・・６億３９４６万円
実質収支額・・・・・１５０億９０１４万円

令和元年度９月補正予算の主な内容

自主防災組織役員等を対象とした研修会の実施等
・・・・・・・・・・・・・・・・９００万円

広島県防災情報メールシステムの再構築
・・・・・・・・・・・・・・・２６００万円

平成３０年度決算剰余金の一部を財政調整基金に積立
・・・・・・・・・・３７億８８００万円

広島空港におけるバンコク線新規就航の立ち上がり支援
・・・・・・・・・・・・・・・２６００万円

平成３０年７月豪雨災害からの復旧・復興事業
・・・・・・・・・１０７億３３００万円

高等学校等における入学準備金の貸付
・・・・・・・・・・・・・１億８００万円

流域下水道施設における防災対策機能の強化
・・・・・・・・・・１２億７２００万円

etc.

９月１８日から１０月２日まで１５日間の日程で広島県議会９月定例会が開かれました。

総額１５９億６２００万円の補正予算等の審議を行い可決成立しました。また、平成３０年

度の決算書が提出され、その認定については決算特別委員会を設置し閉会中に継続

審査することとなりました。ふくち基弘は決算特別委員会の副委員長に選任されました。

また、所属する民主県政会からは高田稔議員（安芸郡）、的場豊議員（福山市）、東保幸議員

（広島市安佐北区）が一般質問を行いました。（質問の概要は以下と裏面、詳細は広島県議会のホームペー

ジをご覧ください。）

高田稔議員（安芸郡）

（質問） ものづくり産業を取り巻く環境が急速に変化す

る中、１０年後の県の産業構造をどのようにすべきと考え

ているのか、また、その実現に向けた進捗状況と課題は。

（答弁） １０年後の産業構造を見通すことは大変困難で

あり、今後の県内企業の持続的発展のためにはイノベー

ション創出に向けた産業基盤横断的な施策により一層注

力するとともに、イノベーションが次々と実現する事業環

境の構築を進めることが必要。本県が持つ、技術や産業

分野の「強み」を活かした分野別の産業振興施策と、広

島の新たな「強み」の育成に取り組む。

９月定例会の様子
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中央公園に建設予定のサッカースタジアムに隣接してどのような施設を
整備すべきと思われますか？（複数回答可）

□レストラン □フィットネスクラブ □スポーツミュージアム
□カフェ □物販施設 □遊園地
□その他 （ ）

サッカースタジアム建設に関してご意見やご要望等があればお書きください。

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

的場豊議員（福山市） 東保幸議員（広島市安佐北区）

（質問） 定数内臨時教員から正規職員へ切り替えるた

めの今年度の対応策と今後の具体的な道筋は。

（答弁） 今年度は、教員採用試験の合格予定者数を昨

年度より増やすとともに、最終合格発表と併せて内定を

通知する。今後は、本県の魅力的で一歩先へ進んだ

様々な取組や広島県教師養成塾などの取組等を推進し、

広島県で教員となりたい志願者を確保する。

（質問） 「種子法」廃止に伴う意見書に対する県の見解

と政策対応、広島県種子条例制定に向けた考えは。

（答弁） 「広島県稲、麦類及び大豆種子取扱要領」を制

定し、これまでどおり種子の安定供給に取り組んでおり、

経費についても、引き続き地方財政措置が確保される

よう国に要望している。条例化についても検討する。

（質問） 募集定員の中でしっかりと入学希望者を受け

入れ、学び・成長を支援していくべきと考えるがどうか。

（答弁） 中学校卒業段階で多くの進路未決定者がい

ることは大きな課題であるととらえており、解消に向け

て取組を進めている。生徒に希望する進路の実現に必

要な学力を身に付けさせ学ぶ意欲を高めることにより、

全ての生徒が希望する進路を実現できるよう取り組む。

（質問） 県有地信託事業をめぐる一連の経緯の中か

ら、県行政総体として学び、今後に活かすべき教訓は。

（答弁） リスクと責任分担が明確にされていなかったこ

と、計画と大きく乖離した時にどういう対応を取るべき

だったのか、などについて検証を行い、リスクマネジメ

ントをより徹底していく上での教訓にしていく。

警察・商工労働委員会で県内調査

７月２３日，２４日の日程で、警察・商工労

働委員会として県内調査を行いました。

昨年移転開設した広島東警察署新庁舎を

訪問し、施設を視察するとともに管内概況を

説明を受けました。

また、保育現場で安心・安全管理を行う保

育士の負担を軽減させるため、AI/IoTを活用

している㈱アイグランの取り組み、働き方改

革を実践している㈱オーザックなどを視察し

ました。

湯崎知事に要望書を提出 インターン生を受け入れ

８～９月の２か月間、大学生２名をイン

ターン生として受け入れました。インター

ン生達は湯崎知事との面談や議会傍聴、

施設見学などを行いました。

８月１９日、民主県政会のメンバーで
知事室を訪れ、湯崎知事に９月補正
予算に関する要望書を提出しました。

９月補正予算に関する要望書

○地域医療提供体制の維持・充実に引き
続き必要な対策を講じていくこと。

○意欲ある農業就業者に対する支援策
を充実強化すること。

○学校業務の精選と業務に見合う人員
の確保をさらに進めること。

○早期かつ確実な災害復旧工事推進。
など２１項目


